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に関連した大気微量成分 (03、 HN03、 N20、 HCl、 CION02、 HF etc)の気柱全量および高度分布
の季節変動と、 PSC の生成過程との関係を明らかにすることを目的に、 2007 年南極昭和基地
(69.00 S, 39.60 E) において、第48 次南極地域観測隊による高分解能フーリエ変換赤外分光計
(FTIR) 観測、およびOpticalParticle Counter (OPC) ゾンデ、低分解能FTIR、 MicroPulse Lidar 
















ータ (ILAS-II ， HALOE) と WACCM大気モテ守ル
の異なる初期高度プロファイノレをそれぞれ用い
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図 1 : 2007 年 10 月 19 日の、 FTIR(a priori: 
lLAS-II)( 黒)、 FTIR(a priori: WACCM)( 縁)、
MLS(赤)、 ECC ゾンデ(青)による 03 の高度分布の
例。 初期高度パラメータを点線であらわす。
た結果の比較による検証によって、 03、 HN03 ，
N20 、 HClの高度分布について観測データの情
報をじゅうぶんに反映しており、高度15'"'-'20km
(N20 は 10'"'-'20km) での季節変動解析に利用
できることを示した。 03、 HN03、 N20 、 HCl、









る4 月と 5 月の平均値から求めたリファレンスカーブからの増減をみることによって、 HN03濃度
減少の力学的な要因を除去し、正確な脱窒量
を見積もることができる。 NitricAcid Tri-
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図 2 : 2007 年 4 月 -10 月、昭和基地上空高度 18
-20 km における粒跡線解析によって求めた過











ICE-PSC へと成長した可能性がある 。 NAT やNAD、 ICE といった粒子を含むPSC が観測され
たときには、 TrCE 以下という低温を経験していることがわかった(図2)。 また、極夜が明けてまも
ない7 月下旬から8 月初旬にかけて、 HN03 の減少量やPSC の組成に関わらず、 HCl は90%以上
減少していた。 極夜中のPSC の生成に伴って、不均一反応が生じていたことが推測できる。
03、 HN03、 HClの高度分布、 CION02の気柱全量およびMLSのCIOデータと、 MPL観測による
PSC高度分布を用いて、 2007年南極昭和基地上空におけるオゾンホールと成層圏大気微量成分の季




度18， 20， 22 kmのCIOの季節変動を比較すると、高度18km、 20kmで、はPSC消失以降CIOの積算
量に増加は見られなかったが、高度22km では0.01 ppbv/day程度の積算量の増加がみられた。 こ
れは、高度22kmで、はPSC消失以降も CIOが残存していることを示しており、オゾン破壊が継続さ
れている可能性を示唆している。 FTIRによって観測された10月の一ヶ月間の03の減少量は、高度
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図 3: 高度 18， 20， 22 km における各大気微量成分 CCION02 は気柱全量)の季節
変動。渦位解析により極渦の外側を観測している期間には影をつけて示した。
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第4 章は、昭和基地上空における PSC の出現と、それに引き続いて起こる、大気中から窒素酸化物が抜き取られ
るいわゆる“脱窒"現象について、 5 つの事例をもとに解析したものである。その結果、 PSC の種類により、脱窒
の様相が異なる現象を世界に先駆けて明らかとしたものであり、きわめて重要な内容を示したものである。
第 5 章は、今回の解析によって得られた昭和基地上空の大気微量成分の季節変動について、高度別、各大気成分
ごとに詳細に解析したものである。その結果、昭和基地上空 18. 20. 22 凶の高度で、オゾンホールの進行ととも
にオゾン (03) 、硝酸側03)、塩似t素 (HCl)、硝酸塩素 (CI0N02) 、一酸化塩素 (ClO)がそれぞれ変動してし、く様
子を、高度別に捉えることが出来た。この結果は、世界的に見ても新たないくつかの知見を提供するものである。
第6章は、本研究で新たに得られた知見について、結論としてまとめたものである。
以上を要するに、本論文は、昭和基地上空における 2007 年南極オゾ、ンホールの成長と崩壊に伴う各種大気微量
成分の変動の様子を、地上に設置した FTIR による観測とそのデータ解析から明らかにした。また同時に行われた
陀C の観測と併せて詳細に餌付ることにより、回C の種類による各種大気微量成分の変動の様子や脱窒の過程を、
世界に先駆けて明らかにした。以上の様に、本研究は環境問学、地球物理学、および大気科学の発展に資するとこ
ろが少なくなし、。
よって、本論文同専士(費号訴ヰ学)の学位論文として合格と認める。
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